
今年は東京都防災会議が10年振りに見直した「首都直下地震等による
東京の被害想定（2022年5月25日発表）」の〝災害のシナリオ〟と
〝被害の想定〟を参考に被害をイメージして〝災害から命を守る行動〟
を考えてきました。
また事前に記入していただいた〝防災の取り組みアンケート〟の結果を
全体で確認しました。さらに担当する駅周辺の地図を用意して、避難場
所、災害用トイレ、災害ベンダー、AEDなどの設置箇所にシールを貼り、
避難誘導や設置箇所への道順の把握をおこない、担当する駅周辺の特状
や注意すべき点について一人ひとり意見を出し合いました。
首都直下地震は、今後30年以内に70％の確率で起きると政府の地震調
査委員会が予測しています。
〝災害の当事者になったら、どうするのか？〟〝勤務中に発生したら何
ができるのか？〟災害と向き合い〝災害から命を守る行動〟について
最善、二善、三善の解決策を参加した仲間と一緒に考えてきました。
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今年の〝防災の取り組み〟は...

仲間と一緒に最善、二善、三善...と解決策を考えよう!!
それが災害と向き合う第一歩です!!

〝 防災の取り組み〟開催
11月14日 新宿支部

防災の取組みアンケート結果
※回答者 40名（2022.11.12回収分）
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※「十分でない」と答えた方のみ③職場の教育は十分か?

!どのような教育が必要だとおもいますか？
・定期的な訓練を開催する。また全社員を対象に教育する。
・マニュアルの読み合わせ。
・実際の災害を想定した社員全体での訓練をおこなう。
・自治体との合同避難誘導訓練をおこなう。
・マニュアルや書面だけでなく現地踏査をおこなう。
!出された意見
・勤務上可能な人が出席して、全員が徹底されていない。
・実際に避難所への旅客誘導は不可能と多くの方が言っている。
・教育がマニュアル的。一人ひとり問題意識を高める必要がある。
・転勤してきて何も分からない。資料など教育をして欲しい。
・転勤者向けの資料配布と説明があって然るべきだと思う。
・理解させることよりも「やった」という実績が優先している。
・細かな行動パータンを想定して行うべき。
・避難所への現地踏査が少ない。他駅時代は毎年行っていた。
・緊急時、災害時の現地対応方について知りたい。
・年1回ではなかなか身につかない。年間２～３回は防災訓練をするべき。現場の英知を結集し、防災意識を高めよう!!

そして未来に備え〝災害から命を守る行動〟を
私たち輸送サービス労組が主体的に取り組もう!!


